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Welcome
　

昨
年
4
月
、
兵
庫
教
育
大
学
は

大
学
院
重
点
化
を
実
施
し
、
す
べ
て

の
教
員
の
所
属
を
大
学
院
に
変
更

し
ま
し
た
。
兵
庫
教
育
大
学
に
と
っ

て
、
こ
れ
は
創
立
の
原
点
に
立
ち
戻

り
、
学
校
教
育
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
を
宣
言
し
た
も
の
で
す
。

　

現
在
、
兵
庫
教
育
大
学
で
は
総
合

的
な
視
野
に
立
ち
、
大
学
の
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
、
教
員
養
成
に
特

化
し
た
専
門
職
大
学
院
「
教
職
大
学

院
」の
早
期
開
設
で
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
今
年
4
月
か
ら
研
究
組
織
と

教
育
組
織
を
分
離
し
た
新
し
い
教
員

組
織
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

新
し
い
教
員
組
織
で
は
、
教
員
は

基
礎
教
育
学
系
、
臨
床
・
健
康
教
育

学
系
、
社
会
・
言
語
教
育
学
系
、
自

然
・
生
活
教
育
学
系
、
体
育
・
芸
術
教

育
学
系
の
5
つ
の
研
究
組
織
の
い
ず

れ
か
に
属
し
、
学
校
教
育
の
基
盤
と

な
る
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大

学
院
修
士
課
程
、
博
士
課
程
、
学

部
に
お
け
る
教
育
、
学
校
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
や
実
技
教
育
研
究
指
導
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
業
務
に
携
わ
り
ま
す
。

新
組
織
は
柔
軟

性
と
機
能
性
・
機

動
性
を
備
え
、「
教

職
大
学
院
」
の
創

設
を
含
め
た
こ
れ

か
ら
の
大
学
改

革
を
支
え
て
い
き

ま
す
。

　

現
代
の
教
育

ニ
ー
ズ
は
ま
す

ま
す
多
様
に
な

り
、
高
い
資
質
能

力
を
持
つ
教
員
の

養
成
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
新

し
い
教
員
組
織
は
、

教
員
が
そ
の
能
力
を
フ
ル
に
発
揮
し

て
社
会
の
ニ
ー
ズ
と
期
待
に
積
極
的

に
応
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。
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巻頭言

勝
かつ

野
の

眞
しん

吾
ご

理事・副学長

大
学
改
革
に
向
け
て

     

新
し
い
教
員
組
織
が
ス
タ
ー
ト

学部入学式

◎組織・機構

学校教育研究科

修士課程

学校教育学専攻

教育コミュニケーションコース

スクールリーダーコース

教育内容･方法開発コース

生徒指導実践コース

幼年教育コース

学校心理学コース

臨床心理学コース

特別支援教育学専攻

心身障害コース

特別支援教育コーディネーターコース

教科･領域教育学専攻

言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活･健康系コース

総合学習系コース

連合学校教育学研究科
構成大学／上越教育大学、兵庫教育大学、
岡山大学、鳴門教育大学

博士課程

学校教育実践学専攻

教科教育実践学専攻

学校教育学部

初等教育教員養成課程

学校教育専修

学校教育系コース

幼年教育系コース

学校心理系コース

教科･領域教育専修

言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活･健康系コース

総合学習系コース

附属図書館

学校教育研究センター

実技教育研究指導センター

発達心理臨床研究センター

教育･社会調査研究センター

情報処理センター

保健管理センター

地域交流推進センター

事務局

学長

理事 副学長

附属学校

小学校

中学校

幼稚園

基礎教育学系

臨床･健康教育学系

社会･言語教育学系

自然･生活教育学系

体育･芸術教育学系

〔教育組織〕
大学院 学部 〔附属施設〕

〔教員組織〕
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10日～6月28日
◎公開講座「和文化体験講座－
居合道の理念と技法－」（全8回）
13日～6月10日
◎公開講座「ドイツの名曲を歌いま
せんか？」（全5回）

13日～6月24日
◎公開講座「楽しくてうまくなるテニ
ス教室（Ⅰ期）」（全7回）

13日～7月1日
◎公開講座「陶芸教室『カップ・カ
ップ・カップ』」（全6回）
◎公開講座「『発達』から見た現代
っ子のすがた」（全8回）

6日
◎大学院学校教育研究科入学式
◎学部入学式

11日
◎附属小学校、中学校入学式

12日
◎附属幼稚園入園式

13日
◎大学院連合学校教育学研究科
入学式

6日
◎学部前期日程入学者選抜試験
等合格者発表

10日
◎附属中学校卒業証書授与式

11日
◎大学院第2次募集入学者選抜
試験

12日
◎学部後期日程入学者選抜試験

16日
◎附属幼稚園修了証書授与式

20日
◎附属小学校卒業証書授与式
◎学部後期日程入学者選抜試験
合格者発表
◎大学院第2次募集入学者選抜
試験合格者発表

23日
◎大学院学校教育研究科学位記
授与式
◎学部学位記授与式
◎大学院学校教育研究科（夜間ク
ラス）学位記授与式

28日
◎大学院連合学校教育学研究科
学位記授与式

教
育
最
前
線

教
職
大
学
院
に
先
行
し
て

実
践
重
視
の
新
専
攻
を
設
置
予
定

日
々
是
研
究

「
小
学
校
英
語
活
動
実
施
状
況
調
査
」に
見
る

英
語
教
育
事
情

今
井
裕
之（
社
会
・
言
語
教
育
学
系
助
教
授
）

教
育
現
場
か
ら
の
質
問

教
員
の
著
書
紹
介

W
a
tc

h
in
g 

ゼ
ミ
＆
講
座

福
本
謹
一
ゼ
ミ（
体
育
・
芸
術
教
育
学
系
）

卒
業
生
か
ら
の
手
紙

キ
ャ
ン
パ
ス
通
信

地
域
貢
献
活
動

高
校
生
が
企
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
協
力
し

人
々
の
交
流
を
促
進

上
浦
千
津
子

（
大
学
院
連
合
学
校
教
育
学
研
究
科
芸
術
系
教
育
連
合
講
座
3
年
）

う
れ
し
の
交
差
点

兵
庫
教
育
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

2日～3日
◎附属小学校研究発表会
12日
◎連合学校教育学研究科入学者
選抜試験

13日
◎学部推薦入学者選抜試験合格
者発表

15日
◎連合学校教育学研究科入学者
選抜試験合格者発表
◎北播磨地域学習フォーラム
18日
◎附属小学校「うれしのフェスティ
バル」

25日～26日
◎学部前期日程入学者選抜試験

27日
◎学部私費外国人留学生特別選
抜試験

　公立小・中学校の教員や教育委員会の指
導主事を経験して、今年4月1日付けで社会・
言語教育学系に着任しました。本学修士課程
（社会系コース）の10期生です。

　専門は社会科教育学で、戦前から現在までの社会認識教科目
の授業構成理論を歴史的に位置付ける研究を行っています。その
研究成果を基にして、指定研究学校などの授業構成理論を分析し、
実践課題の解決に資する授業モデルを開発しようと考えています。
将来は、現在計画中の高度教育実践専攻の授業実践リーダーコ
ースで、授業設計の理論や実践分野の授業を担当する予定です。

兵庫教育大学の動き

04

2006 2月　5月

3月
4月

5月

0809101 112141516

2月

は じ め ま し て

米
こめ

田
だ

　豊
ゆたか

（社会・言語教育学系教授）

学部入学式

附属小学校研究発表会

公開講座「楽しくてうまくなるテニス教室」

附属幼稚園入園式
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現
代
の
教
育
現
場
で
は
、教
育
環
境

を
取
り
巻
く
社
会
の
変
化
や
諸
課
題
に

対
応
で
き
る
高
度
な
専
門
性
と
豊
か
な

人
間
性
、社
会
性
を
備
え
た
力
量
あ
る

教
員
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。大
学
院

教
育
に
お
い
て
も
、現
職
教
員
の
再
教

育
を
含
め
、特
定
分
野
に
関
す
る
深
い

知
識
と
能
力
の
あ
る
教
員
、高
度
な
実

践
力
や
応
用
力
を
備
え
た
教
員
を
幅

広
く
養
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、中
央
教
育
審
議
会（
中
教
審
）

で
は
、平
成
15
年
に
制
定
さ
れ
た「
専
門

職
大
学
院
制
度
」を
活
用
し
、「
教
職
大

学
院
」の
創
設
を
審
議
し
て
い
ま
す
。兵

庫
教
育
大
学
で
は
、中
教
審
か
ら
教
職

大
学
院
の
設
置
に
関
す
る
提
言
を
受
け
、

19
年
4
月
、学
校
教
育
研
究
科
に「
学

校
指
導
職
専
攻
」と「
高
度
教
育
実
践

専
攻
」の
新
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

2
つ
の
新
専
攻
が
め
ざ
す
も
の
は
、

学
校
現
場
で
の
具
体
的
な
教
育
実
践
に

よ
り
深
く
根
差
し
た
養
成
と
研
修
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
習
の
在
り
方
、そ
し

て
連
携
協
力
校
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

的
な
実
習
の
在
り
方
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
実
践
的
な
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。

渡
邉
規
矩
郎

日
本
教
育
新
聞
社
関
西
支
社
長

専門職大学院制度とは

教 育 最 前 線

教
職
大
学
院
に
先
行
し
て

実
践
重
視
の
新
専
攻
を
設
置
予
定

　

兵
庫
教
育
大
学
の
大
学
院
修
士
課
程（
学
校
教
育
研
究
科
）は
昭
和
55
年
の
開
設
以
来
、主
に
現
職
教
員
を
受
け
入
れ
、高
い
資
質・能
力
を
持

っ
た
教
員
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。修
了
生
は
延
べ
6
0
0
0
人
を
超
え
、そ
の
う
ち
約
4
7
0
0
人
が
全
国
の
教
育
現
場
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。昨
秋
、中
央
教
育
審
議
会
か
ら
教
職
大
学
院
の
設
置
に
関
す
る
提
言
を
受
け
、兵
庫
教
育
大
学
で
は
こ
れ
ま
で
の
修
士
課
程
で

の
実
績
を
生
か
し
て
、平
成
19
年
4
月
、学
校
教
育
研
究
科
に「
学
校
指
導
職
専
攻
」と「
高
度
教
育
実
践
専
攻
」の
新
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
に
、
こ
れ
ま
で

の
大
学
院
制
度
と
は
異
な

る
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成
に

特
化
し
た
「
専
門
職
大
学
院
」
制

度
が
創
設
さ
れ
、
法
曹
、
ビ
ジ
ネ

ス
、
会
計
、
公
共
政
策
な
ど
の
分

野
で
専
門
職
大
学
院
の
整
備
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
員
養
成
の

分
野
に
お
い
て
も
、
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
、
教
員
養
成
の
た
め
の

専
門
職
大
学
院
と
し
て
「
教
職
大

学
院
」
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
、

現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
で
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

教
職
大
学
院
が
も
た
ら
す

本
格
的
な「
教
師
教
育
時
代
」
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大
多
数
の
真
面
目
な
先
生
た
ち
が

こ
の
国
の
教
育
を
支
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
教
師
批
判
や
教
員
の

資
質
向
上
を
求
め
る
声
は
高
ま
る
ば

か
り
。
戦
後
、
教
員
養
成
が
大
学
に

お
い
て
「
教
育
者
」
で
な
く
「
研
究

者
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
、
家
庭
に
お
い
て
、
親
が

子
ど
も
の
前
で
先
生
の
悪
口
を
言
う

よ
う
に
な
っ
て
以
来
続
く
教
師
批
判

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

視
野
の
狭
い
教
師
の
卵
が
排
出
さ

れ
る
と
の
批
判
や
、
教
師
が
教
師
で

な
く
な
っ
た
と
の
指
摘
も
絶
え
ず
聞

か
れ
ま
す
。
も
と
よ
り
、
教
師
が
教

師
で
在
り
続
け
る
基
礎
教
育
を
養
成

中
に
受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
成
長
し

続
け
る
教
師
は
得
が
た
い
し
、
教
師

に
成
長
が
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
の
成

長
な
ど
お
ぼ
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
教
員
養
成
の
問
題

は
、
入
り
口
の
と
こ
ろ
で
堂
々
巡
り
。

中
身
に
入
れ
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
つ
き

ま
と
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
こ

で
、
ど
う
断
ち
切
る
か
が
課
題
で
し

た
。

　

昭
和
46
年
の
中
教
審
答
申
「
今
後

に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡

充
整
備
の
た
め
の
基
本
的
施
策
に
つ

い
て
」
で
、
教
員
の
養
成
確
保
と
地

位
向
上
の
基
本
構
想
が
打
ち
出
さ
れ
、

試
補
制
度
の
導
入
な
ど
が
提
言
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
の
具
体
策

と
し
て
、
兵
庫
、
上
越
、
鳴
門
に
新

構
想
教
育
大
学
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
こ
と

で
し
た
。

　

兵
庫
教
育
大
学
が
開
学
し
た
53
年

10
月
1
日
、
社
町
（
当
時
）
で
地
元

主
催
の
創
設
記
念
祝
賀
式
典
が
行
わ

れ
、
実
行
委
員
会
会
長
の
石
古
勲
社

町
長
は
「
こ
の
大
学
の
創
設
こ
そ
新

し
い
教
育
の
幕
開
け
。
真
の
日
本
人

を
つ
く
る
熱
い
使
命
感
に
あ
ふ
れ
た

教
育
者
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
祈
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
砂
田
重
民
文
相
は

「
優
秀
な
教
員
を
確
保
し
、
そ
の
資

質
能
力
の
向
上
を
図
る
と
い
う
極
め

て
重
要
な
課
題
を
担
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
十
分
果
た
し
て
く
れ
る
こ

と
を
祈
る
」
と
新
教
育
大
学
へ
の
期

待
を
込
め
る
と
と
も
に
、「
地
域
社
会
、

他
大
学
、
国
際
社
会
へ
の
三
つ
の
窓

を
思
い
切
っ
て
開
い
て
ほ
し
い
」
と
、

開
か
れ
た
大
学
を
強
く
希
求
し
ま
し

た
。

　

新
構
想
大
学
に
注
目
し
て
い
た
私

は
、
当
日
も
東
京
か
ら
社
に
入
り
、

そ
の
後
も
最
初
の
入
学
試
験
、
入
学

式
、
卒
業
式
、
さ
ら
に
歴
代
の
学
長

へ
の
取
材
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
教
師
教
育
の
時
代
」
と
い

う
長
期
連
載
を
組
み
、
教
員
の
資
質

向
上
の
新
た
な
胎
動
に
期
待
を
か
け

た
も
の
で
し
た
。

　

兵
庫
教
育
大
学
開
学
と
同
じ
年
の

6
月
、
中
教
審
か
ら
「
教
員
の
資
質

能
力
の
向
上
に
つ
い
て
」
の
答
申
が

出
ま
し
た
。
答
申
は
「
教
員
に
対
す

る
国
民
の
要
請
と
教
職
の
専
門
性
」

を
前
提
に
、
教
員
に
対
す
る
要
望
と

し
て
、
①
広
い
教
養
②
豊
か
な
人
間

性
③
深
い
教
育
的
愛
情
④
教
育
者
と

し
て
の
使
命
感
⑤
充
実
し
た
指
導
力

⑥
児
童
・
生
徒
と
の
心
の
触
れ
合
い

|
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今

も
変
わ
ら
ぬ
国
民
の
教
員
へ
の
願
望

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
余
。
期
待
さ

れ
た
新
構
想
教
育
大
学
の
波
及
効
果

は
上
が
ら
ず
、
新
構
想
大
学
が
既
設

大
学
化
し
て
い
っ
た
き
ら
い
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
平
成
17
年
6

月
に
中
教
審
が
打
ち
出
し
た
「
教
職

大
学
院
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
員
養

成
の
本
流
に
な
る
と
み
ら
れ
る
だ
け

に
、
教
員
養
成
系
大
学
の
み
な
ら
ず
、

教
員
養
成
学
部
を
持
つ
一
般
大
学
も

強
い
関
心
を
寄
せ
、
大
学
の
生
き
残

り
さ
え
か
け
、
競
っ
て
教
職
大
学
院

の
設
置
を
構
想
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

新
構
想
教
育
大
学
の
誕
生
に
「
教

師
教
育
の
時
代
」
を
予
想
し
ま
し
た

が
、
時
代
は
ま
だ
夜
明
け
前
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今

回
の
教
職
大
学
院
は
本
格
的
な
「
教

師
教
育
の
時
代
」
の
幕
開
け
を
予
感

さ
せ
ま
す
。
も
し
、
そ
う
な
ら
な
い

と
す
れ
ば
、「
教
育
は
人
な
り
」や「
教

育
は
国
家
百
年
の
大
計
」
は
お
題
目

ど
こ
ろ
か
死
語
と
な
っ
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。

わ
た
な
べ
・
き
く
ろ
う　

昭
和
50
年
、
日
本
教
育
新
聞
社
入
社
。
平
成
11
年
に
同
社
関
西
支

社
長
に
就
任
。
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
教
育
全
般
に
深
い
見
識
を
持
ち
、
民
間
に
お

け
る
教
員
研
修
の
企
画
・
運
営
の
経
験
も
豊
富
。
兵
庫
教
育
大
学
の
経
営
協
議
会
委
員
で

あ
り
、
来
春
か
ら
は
学
校
指
導
職
専
攻
と
高
度
教
育
実
践
専
攻
の
特
任
教
授
に
就
任
予
定
。

「教職大学院」制度の創設の基本的な考え方 ～中央教育審議会「今後の教員養成・免許制度の在り方について（中間報告）」より抜粋（平成17年12月）

近
年
の
社
会
の
大
き
な
変
動

の
中
、
様
々
な
専
門
的
職

種
や
領
域
に
お
い
て
、
大
学
院
段

階
で
養
成
さ
れ
る
よ
り
高
度
な

専
門
的
職
業
能
力
を
備
え
た
人

材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

教
員
養
成
の
分
野
に
つ
い
て
も
、

研
究
者
養
成
と
高
度
専
門
職
業

人
養
成
の
機
能
が
不
分
明
だ
っ
た

大
学
院
の
諸
機
能
を
整
理
し
、
専

門
職
大
学
院
制
度
を
活
用
し
た

教
員
養
成
教
育
の
改
善
・
充
実

を
図
る
た
め
、
教
員
養
成
に
特
化

し
た
専
門
職
大
学
院
と
し
て
の

枠
組
み
、
す
な
わ
ち
「
教
職
大
学

院
」
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
善
・
充
実
を
図

り
、
力
量
あ
る
教
員
の
養
成
の
た

め
の
モ
デ
ル
を
制
度
的
に
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
学
部
段
階
を
は

じ
め
と
す
る
教
員
養
成
に
対
し
て

よ
り
効
果
的
な
教
員
養
成
の
た

め
の
取
組
を
促
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

教
職
大
学
院
は
、
当
面
、
①
学

部
段
階
で
の
資
質
能
力
を
修
得

し
た
者
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
よ
り

実
践
的
な
指
導
力
・
展
開
力
を

備
え
、
新
し
い
学
校
づ
く
り
の
有

力
な
一
員
と
な
り
得
る
新
人
教
員

の
養
成　

②
現
職
教
員
を
対
象

に
、
地
域
や
学
校
に
お
け
る
指
導

的
役
割
を
果
た
し
得
る
教
員
等

と
し
て
不
可
欠
な
確
か
な
指
導

理
論
と
優
れ
た
実
践
力
・
応
用

力
を
備
え
た
ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
の
2
つ
の
目
的
・
機
能
と

す
る
。
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私
の
勤
務
す
る
高
校
に
お
い
て
も
、
教
育

改
革
の
波
は
否
応
も
な
く
押
し
寄
せ
、
と
言

う
よ
り
も
高
校
自
体
が
変
化
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
教
員
個
々
に
も

よ
り
高
度
な
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
験
と
と
も
に
成
長
す
る
と
い
う
悠

長
な
時
間
は
な
く
、
学
校
は
変
化
へ
の
対
応

に
呻
吟
し
て
い
る
、
と
も
言
え
ま
す
。

　

今
や
学
校
で
は
、
採
用
さ
れ
た
時
点
で
す

で
に
一
定
の
力
量
を
備
え
た
教
員
が
必
要
と

さ
れ
、
ま
た
、
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん
だ
後

に
、
そ
の
実
践
と
体
験
を
基
に
再
度
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
よ
り
高
度
で
的
確
な
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
を
備
え
た
教
員
を
育
成
す
る
こ

と
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
こ
の
両
者
に
共
通
し
て
求
め

ら
れ
る
の
は
、
理
論
や
理
念
に
裏
打
ち
さ
れ

た
実
践
力
だ
と
考
え
ま
す
。
と
り
わ
け
、
具

体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
支
え
ら
れ
た
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
能
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た

中
堅
教
員
の
実
践
力
こ
そ
必
要
で
し
ょ
う
。

　

折
し
も
、
兵
庫
教
育
大
学
が
日
本
教
育

界
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
べ
く
新
た
な
理
念
の
も

と
、
教
職
大
学
院
設
置
構
想
は
、
真
に
心
強

く
、
私
ど
も
学
校
と
大
学
の
連
携
の
深
ま
り

の
中
で
、
教
職
大
学
院
の
修
了
生
が
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

田
中
陽
三
さ
ん

兵
庫
県
立
加
古
川
東
高
校
長

た
な
か
・
よ
う
ぞ
う　

昭
和
46
年
か
ら
兵
庫
県
立
高
校
教
諭
。
県
教
委
高
校
教
育
課

指
導
主
事
、
国
際
理
解
教
育
係
長
、
県
立
明
石
西
高
校
長
、
阪
神
南
教
育
事
務
所
長
な

ど
を
経
て
、
平
成
18
年
に
県
立
加
古
川
東
高
校
長
に
就
任
。

学
校
教
育
の
カ
ギ
を
握
る
の
は

中
堅
教
員
の
実
践
力
の
向
上

　

中
教
審
答
申
「
新
し
い
時
代
の
義
務
教
育

を
創
造
す
る
」
に
基
づ
く
義
務
教
育
改
革
が

進
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
教
育
が「
国
の
大
本
、

国
家
百
年
の
計
」
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、

義
務
教
育
の
理
想
を
求
め
る
改
革
の
必
要
性

は
十
分
理
解
で
き
ま
す
。
学
校
経
営
に
携
わ

る
者
の
一
人
と
し
て
、
地
方
分
権
と
規
制
緩

和
の
考
え
方
に
沿
っ
て
、
主
体
的
に
こ
の
改

革
に
参
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
現
場
は
以
前
か
ら
の
不
登
校
、
い
じ

め
、
学
級
崩
壊
、
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
に
、

近
年
は
学
力
低
下
問
題
、
軽
度
発
達
障
害
児

へ
の
対
応
、
不
審
者
か
ら
児
童
の
生
命
を
守

る
課
題
も
加
わ
り
、
閉
塞
的
な
状
況
に
陥
っ

て
い
ま
す
。
深
刻
な
現
実
が
学
校
と
教
師
に

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

義
務
教
育
に
か
か
わ
る
改
革
の
理
想
と
学

校
の
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
く
、
こ
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
改
革
の
理
想
を
実
現
す

る
こ
と
が
義
務
教
育
改
革
の
本
質
的
な
課
題

で
す
。
改
革
の
主
体
は
、
学
校
と
教
師
一
人

一
人
で
す
が
、
改
革
推
進
が
国
家
的
な
課
題

で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
地

方
分
権
、
規
制
緩
和
の
名
の
下
に
、
学
校
と

教
師
へ
の
安
易
な
責
任
転
嫁
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

教
職
大
学
院
の
設
置
構
想
は
、
学
校
現
場

か
ら
み
て
真
に
改
革
の
実
効
が
期
待
で
き
る

国
家
的
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
薄
っ

ぺ
ら
な
専
門
性
で
は
な
く
、
教
育
に
対
す
る

確
固
た
る
信
念
と
情
熱
を
基
盤
に
「
確
か
な

専
門
性
」
を
身
に
付
け
た
教
員
の
養
成
を
期

待
し
た
い
で
す
。
改
革
に
立
ち
は
だ
か
る
壁

は
厚
い
が
、
教
職
大
学
院
で
学
ん
だ
院
生
が

真
の
「
教
師
力
」
を
身
に
付
け
、
こ
れ
か
ら
の

義
務
教
育
改
革
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

は
し
も
と
・
ふ
み
お　

姫
路
市
出
身
。
昭
和
45
年
、
兵
庫
県
公
立
学
校
教
員
に
採
用
さ

れ
る
。
兵
庫
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
兵
庫
教
育
大
学
附
属
小
学
校
副
校
長
、
姫
路

市
立
教
育
研
究
所
長
な
ど
を
経
て
、
平
成
13
年
に
姫
路
市
立
城
北
小
学
校
長
に
就
任
。

学
校
現
場
が
求
め
る
の
は

「
確
か
な
専
門
性
」
を
身
に
付
け
た
教
員

橋
本
文
男
さ
ん

姫
路
市
立
城
北
小
学
校
長

教 育 最 前 線

特 別 寄 稿

｢教職大学院 の設置構想｣
私が期待 すること
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い
し
か
わ
・
よ
し
き　

山
口
県
出
身
。
昭
和
60
年
3
月
、
大
学
院
教
科
・
領
域
教
育
専
攻
社
会
系
コ
ー
ス
修
了
。
49

年
か
ら
山
口
県
教
員
と
し
て
、
新
南
陽
市
教
委
指
導
主
事
、
山
口
県
教
育
庁
教
職
員
課
の
教
育
調
整
監
、
大
島
町

立
沖
浦
中
学
校
長
、
光
市
立
浅
江
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。
平
成
18
年
か
ら
下
松
市
立
下
松
小
学
校
長
に
就
任
。

な
か
い
・
た
け
ひ
ろ　

高
校
の
地
理
歴
史
・
公
民
科
教
諭
。
平
成
8
年
に
鹿
児
島
県
で
新
卒
採
用
さ
れ
、
12
年
に

三
重
県
の
採
用
試
験
に
合
格
。
県
立
亀
山
高
校
の
教
諭
を
経
て
、
17
年
に
大
学
院
入
学
。
へ
き
地
と
少
人
数
教
育

に
も
関
心
が
あ
り
、
今
夏
は
鹿
児
島
県
ト
カ
ラ
列
島
の
各
校
で
ス
ト
レ
ー
ト
院
生
と
と
も
に
教
育
実
習
を
行
う
。

　
「
教
育
は
人
な
り
。
人
が
人
を
人
に
す
る
の

が
教
育
で
あ
る
」

　

教
育
の
質
を
高
め
る
に
は
教
師
の
資
質

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
教
師
の
資

質
を
高
め
る
た
め
に
は
研
修
が
不
可
欠
で

す
。
研
修
と
は
、
研
究
と
修
養
を
指
し
、
深

い
学
問
研
究
と
幅
広
い
人
間
修
養
の
総
合
的

な
営
み
で
す
。
教
育
実
践
を
通
し
て
教
師
の

資
質
は
向
上
し
ま
す
。
い
わ
ば'on the job 

training '

事
上
磨
錬
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

自
己
の
歩
み
を
整
理
し
、
価
値
付
け
る
こ
と

も
教
職
生
活
を
充
実
し
て
い
く
上
で
大
切
な

こ
と
で
す
。
教
職
大
学
院
設
置
構
想
に
は
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
で
は
、
教
育
実
践
を
振
り
返
り
、

さ
ら
に
深
奥
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
の
教
育
に
資
す
る
こ
と
が
教
職
大
学

院
の
最
大
の
眼
目
で
あ
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、

教
師
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
が

教
職
大
学
院
で
あ
る
べ
き
で
す
。
大
学
院
に

は
教
職
経
験
豊
か
な
教
授
陣
が
望
ま
し
い
と

思
い
ま
す
。
真
の
教
養
、
教
育
観
、
教
育
哲

学
な
ど
を
学
べ
、
教
育
技
術
の
専
門
研
究
に

加
え
て
、
人
間
教
育
の
総
合
的
な
研
究
実
践

の
大
学
院
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

教
師
の
教
育
研
究
と
教
育
実
践
の
拠
点
と
な

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

森
信
三
や
東
井
義
雄
ら
、
兵
庫
県
に
ゆ
か

り
の
深
い
先
達
の
教
育
哲
学
や
教
育
実
践
を

啓
蒙
し
て
い
た
だ
き
、
兵
庫
教
育
大
学
な
ら

で
は
の
教
職
大
学
院
と
し
て
、
人
間
教
育
の

メ
ッ
カ
、
教
育
実
践
の
メ
ッ
カ
と
な
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
職
教
員
の
院
生
と
し
て
、
大
学
改
革
に

最
も
望
む
こ
と
は
、
講
義
担
当
者
の
教
授
法

向
上
の
た
め
の
具
体
的
方
策
で
す
。
兵
庫
教

育
大
学
が
め
ざ
す
べ
き
改
革
の
最
大
の
眼
目

は
、
何
よ
り
も
「
講
義
の
改
善
」
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
学
は
教
育
系
大
学
で
あ
り
、

講
義
担
当
者
自
身
の
講
義
の
修
正
力
や
学
生

に
対
す
る
き
め
細
か
な
指
導
に
は
、
他
大
学

よ
り
一
歩
先
を
進
ん
で
い
る
と
胸
を
張
れ
る

よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
痛
感
し
ま
す
。
し

か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
私
の
周
り
の
現
職

教
員
の
間
で
は
、「
現
状
の
講
義
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
、
講
義
の
選
択
の
仕
方
を
変
え
て
も
、

あ
ま
り
意
味
が
無
い
の
で
は
…
」と
話
し
て
い

ま
す
。

　

現
職
教
員
の
院
生
と
ス
ト
レ
ー
ト
院
生
の

並
存
状
態
こ
そ
、
本
学
の
特
徴
で
あ
る
と
い

う
声
も
聞
き
ま
す
が
、
本
気
で
そ
う
考
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
大
学
側
や
教
授
の
作
為
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
、
よ
り
両
者

の
能
力
別
指
導
を
図
り
、
一
方
で
も
っ
と
両

者
に
よ
る
有
効
な
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
を

作
る
な
ど
の
メ
リ
ハ
リ
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
両
者
の
交
流
を
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

人
間
関
係
に
期
待
す
る
だ
け
で
は
、
あ
ま
り

に
も
無
責
任
で
す
。
さ
ら
に
喫
緊
の
課
題
と

し
て
、
能
力
的
に
幅
の
広
い
ス
ト
レ
ー
ト
院

生
の
底
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま

こ
の
方
策
を
怠
れ
ば
、
こ
れ
が
将
来
的
に
本

学
の
ア
キ
レ
ス
腱
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

教
職
大
学
院
の
設
置
構
想
は
、
よ
り
教

育
系
大
学
と
し
て
の
専
門
性
を
高
め
る
た

め
の
挑
戦
と
聞
い
て
い
ま
す
。
院
生
と
教
授

が
、
研
究
活
動
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に

意
欲
的
に
取
り
組
む
好
機
と
な
る
の
で
あ
れ

ば
、
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。

高
度
な
研
修
が
教
員
の
資
質
を
高
め

教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

新
構
想
を
前
に
希
望
す
る
こ
と

石
川
芳
己
さ
ん

下
松
市
立
下
松
小
学
校
長

下
松
市
教
育
研
究
所
長

中
井
健
博
さ
ん

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科

教
科
・
領
域
教
育
専
攻
社
会
系
コ
ー
ス
2
年

教 育 最 前 線

特 別 寄 稿

｢教職大学院 の設置構想｣
私が期待 すること
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文
部
科
学
省
が
「
英
語
が
使
え
る
日

本
人
」
育
成
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
を
発
表
し
た
平
成
15
年
以
降
、
毎

年
、
全
国
の
小
学
校
2
万
2
0
0
0
校

以
上
を
対
象
に
、
英
語
活
動
実
施
状
況

に
つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

英
語
活
動
を
実
施
す
る
小
学
校
は
年
々

増
え
て
お
り
、
17
年
に
は
活
動
を
一
度

以
上
実
施
し
た
学
校
は
93
・
6
％
に
達

し
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
も
こ
の
調
査
や
研
究
開

発
学
校
の
報
告
を
受
け
、
5
、
6
年
生

を
対
象
に
、
英
語
教
育
を
週
1
回
程
度

で
必
修
化
す
る
方
向
へ
向
か
っ
て
い
ま

す
。
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
課
程

部
会
外
国
語
専
門
部
会
が
示
し
た
英
語

教
育
の
目
的
は
「
国
際
理
解
」「
文
化

理
解
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
育

成
」
な
ど
、
他
教
科
と
の
連
携
を
強
調

し
た
小
学
校
ら
し
い
英
語
教
育
の
必
要

性
を
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
小
学

校
で
の
英
語
教
育
は
確
実
に
「
始
ま
ろ

う
」と
し
て
い
ま
す
。

　

93
・
6
％
の
実
施
率
な
ら
ば
、
す
で

に
「
始
ま
っ
て
い
る
」
と
言
う
べ
き
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他
の
デ
ー
タ
か
ら

見
る
実
態
は
異
な
り
ま
す
。
6
年
生
で

週
1
回
（
年
間
35
回
）
以
上
の
英
語
活

動
を
実
施
し
た
学
校
は
17
・
6
％
で
す
。

「
行
事
」
と
「
授
業
」
の
分
水
路
が
週
1

回
の
頻
度
だ
と
す
る
と
、
授
業
と
し
て

英
語
活
動
を
実
施
し
た
と
い
え
る
学
校

は
、
行
事
型
の
実
施
を
含
む
93
・
6
％

と
い
う
数
字
と
は
大
き
く
隔
た
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

英
語
活
動
の
主
な
担
当
者
は
担
任
教

員
で
、
そ
の
90
％
以
上
で
指
導
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。
英
語
母
語
話
者
の
参
加

時
間
も
60
〜
70
％
で
、
か
な
り
の
割
合

だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
れ
は
年
間
平
均
13
時
間
程

度
の
実
施
規
模
で
の
数
字
で
す
。
年
間

35
時
間
に
換
算
す
れ
ば
、
現
在
の
3
倍

ほ
ど
の
授
業
時
間
と
な
り
、
そ
れ
だ
け

の
英
語
話
者
の
労
働
力
が
確
保
で
き
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
必
修
化
の
対
象
を

5
、
6
年
生
に
絞
っ
た
一
因
は
指
導
者

確
保
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
現
在
す
で
に
多
く
の
学
校
が
1
年

生
あ
る
い
は
3
年
生
か
ら
実
施
し
て
い

る
実
態
を
考
え
る
と
、
今
後
、
担
任
教

員
に
か
か
る
責
任
が
ま
す
ま
す
大
き
く

な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

活
動
内
容
は
「
歌
や
ゲ
ー
ム
活
動
」

「
簡
単
な
英
会
話
」「
発
音
練
習
」
が
盛

ん
で
あ
り
、
予
想
通
り
の
感
が
あ
り

ま
す
【
グ
ラ
フ
】。
1
人
当
た
り
の
練

習
量
を
確
保
し
や
す
い
少
人
数
の
幼
児

英
語
教
室
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず
、
小
学

校
の
教
室
環
境
で
週
1
回
程
度
、
高
学

年
を
対
象
と
し
た
実
践
で
は
、
こ
れ
ら

の
活
動
を
ど
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
れ

ば
小
学
校
教
育
と
し
て
意
義
あ
る
も
の

に
で
き
る
か
が
課
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。

シ
ラ
バ
ス
や
指
導
方
法
の
開
発
に
か
か

わ
る
苦
労
は
当
面
続
き
そ
う
で
す
。

「
小
学
校
英
語
活
動
実
施
状
況
調
査
」に
見
る

英
語
教
育
事
情

日 々 是 研 究

社会・言語教育学系助教授

今
いま

井
い

裕
ひろ

之
ゆき

～Day By Data～

0%

100

80

60

40

20

英語活動の主な内容（複数回答）

98.7
97.9
97.1

35.6
41.1
45.1

84.2
93.6
94.8

60.1
69.3
73.0

18.9
32.9
43.0

2.4 2.8 3.5

●
…
第
6
学
年

●
…
第
4
学
年

●
…
第
2
学
年

歌や
ゲームなど
英語に親しむ
活動

交流活動など
実体験を通じて
英語や異文化
に触れる活動

簡単な英会話
（挨拶、自己
紹介）の練習

英語の
発音練習

文字に
触れる活動

その他
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Books

※教員の著書は附属図書館で閲覧できます。詳しくは学術情報課☎0795･44･2062へお問い合わせください。

教

員

の

著

書

紹

介

　アメリカ大統領の選挙はどのような仕組みになってい
るか、ドイツの参議院の特徴はどうか̶。国連改革などの
外国や国際問題に始まり、政治と笑いとの関係、国会で
少数派が多数派に対抗してする議事妨害が各国で行わ
れていることなど、興味深い政治について詳しく研究した
書物である。
　また、日本政治史に関する論文も7本収載されており、
そのうち4本を本学関係者が書いている（藤井は「明治
元年・東北朝廷処分の一考察」を担当）。中世末・近世
初期、明治元年、満州事変前後、戦後政治史と、時代順
に見ることができる。日本法政学会が創立されて50年経
ったことを記念する意義深い論文集である。

『現代政治学の課題』

　誰に見せることなく、手帳に書きつづっていた詩と描
きためたスケッチ画をまとめて出版コンクールに応募。
優秀賞（出版推薦作）に選ばれたことで、この詩画集が
生まれた。
　「予定表には詩がない 過ぎ去って詩が生まれる」。そ
んな創作の不思議さ（第1章）や「擬き、紛いとは似せる
こと わたしにとっては童心に還る」楽しさ（第2章）、それ
に「自由を奪う囲いの中からはみ出る時、絵や詩に出逢
う」面白さ（第3章）を詩画のテーマに、構成している。少
し気恥ずかしいが、ご笑覧くだされば幸いです。

詩画集『私的な流
はやりうた

行歌』

近
年
、
幼
児
や
児
童
を
狙

っ
た
犯
罪
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
な
る
安
全
教
育
・
防
犯

教
育
を
め
ざ
し
、
学
校
で
は
ど
ん

な
取
り
組
み
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
教
育
の
内
容
や
方

法
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
危
険
予
測

能
力
を
高
め
る
も
の
と
し
て
、
最
近
、

小
宮
信
夫
氏（
立
正
大
学
）が
提
唱
す

る
地
域
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去
の

犯
罪
発
生
場
所
の
プ
ロ
ッ
ト
や
不
審

者
捜
し
を
す
る
の
で
は
な
く
、「
人
が

侵
入
し
や
す
い
場
所
」や「
見
え
に
く

い
場
所
」を
明
ら
か
に
し
、
整
理
、
発

表
す
る
も
の
で
す
。

　

マ
ッ
プ
づ
く
り
は
、
地
域
へ
の
関

心
を
育
て
る
も
の
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
危
険
予
測
や

対
処
行
動
だ
け
で
な
く
、
人
々
の
安

全
確
保
の
た
め
に
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
危
険
個
所
等
の
改
善
、

緊
急
避
難
場
所
の
整
備
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

学
ば
せ
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
防
犯
教
育
を
組
織
的
に
展

開
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
地
域
の

防
犯
団
体
や
警
察
、
保
護
者
な
ど
が

防
犯
教
育
に
か
か
わ
っ
た
り
、
保
護

の
授
業
参
観
、
家
庭
へ
の
啓
発
な
ど

を
併
せ
て
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
防
犯

教
育
の
有
効
性
、
家
庭
や
地
域
の
防

犯
意
識
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
学
校（
保
健
）
安
全
年

間
計
画
の
中
に
防
犯
教
育
を
位
置
付

け
、
計
画
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

計
画
、
内
容
、
継
続
性
な
ど
の
評
価
、

教
育
の
組
織
的
展
開
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

今
年
度
、
文
部
科
学
省
が
全
校

に
配
布
し
た『
大
切
な
い
の
ち
と
あ

ん
ぜ
ん
』（
小
学
校
低
学
年
児
童
用
）、

『
学
校
に
お
け
る
防
犯
教
室
等
実
践

事
例
集
』（
教
師
用
）も
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

日本法政学会五十周年記念

アドバイザー教 育 現 場 か ら の 質 問

臨床・健康教育学系教授
西
にし

岡
おか

伸
のぶ

紀
き

A Q

（新風舎・平成18年刊）
著者：北庭嘉人（本名：辻田嘉邦＜名誉教授＞）

著者：藤井德行（社会・言語教育学系教授）ほか
（成文堂・平成18年刊）
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◆
執
筆
者
＝
安
達　

漠

大
学
院
学
校
教
育
研
究
科

教
科
・
領
域
教
育
学
専
攻

芸
術
系
コ
ー
ス（
美
術
）2
年

　
「
一
芸
持
ち
込
み
ゼ
ミ
」。
今
年
の

福
本
謹
一
ゼ
ミ
の
状
況
を
一
言
で
お
伝

え
し
よ
う
と
考
え
た
時
、
と
っ
さ
に

こ
の
言
葉
が
思
い
付
き
ま
し
た
。
現
在
、

在
籍
し
て
い
る
ゼ
ミ
生
の
う
ち
、
修

士
論
文
に
い
そ
し
む
5
人
が
皆
、
何

か
し
ら
秀
で
た
も
の
を
持
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

現
職
の
小
学
校
教
員
で
あ
る
藤
原

良
二
さ
ん
は
、
風
雅
と
粘
土
を
愛
す

る
茶
人（
表
千
家
）。
博
士
課
程
の
宮

野
周
さ
ん
は
メ
デ
ィ
ア
美
術
教
育
に

つ
い
て
研
究
さ
れ
て
お
り
、
機
械
モ

ノ
に
関
し
て
は
右
に
出
る
者
は
い
ま

せ
ん
。
小
免
プ
ロ
グ
ラ
ム
3
年
生
の

廣
田
志
帆
さ
ん
は
野
外
キ
ャ
ン
プ
や

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
。
子
ど
も
一
人
一
人

の
才
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
熱
意
の

持
ち
主
で
す
。
丸
山
茂
樹
さ
ん
は
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
、

今
年
5
月
に
は
ソ
ニ
ー
か
ら
C
D
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た（
ア
ッ
プ
ル

社iT
u
n
e
s

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
）。
か
く
言
う
私
、
安
達
は
キ
ャ
リ

ア
12
年
の
南
米
民
族
管
楽
器「
サ
ン
ポ

ー
ニ
ャ
」
奏
者
で
あ
り
、
能
面
彫
刻
研

究
員
と
い
う
肩
書
き
を
持
ち
な
が
ら
、

美
術
教
育
の
未
来
形
を
模
索
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
好
き
な
言
葉
は「
温

故
知
新
」。
ゼ
ミ
に
は
、
修
士
課
程
1

年
生
の
小
西
貢
さ
ん
、
佐
藤
雅
さ
ん
、

中
田
高
俊
さ
ん
、
学
部
4
年
生
の
曽

根
千
佳
さ
ん
、
3
年
生
の
須
戸
佳
奈

さ
ん
、
廣
畑
綾
さ
ん
も
在
籍
し
、
総

勢
11
人
が
美
術
科
教
育
に
関
す
る
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

個
性
の
強
い
メ
ン
バ
ー
を
優
し
く

見
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
考
慮

し
て
ご
指
導
、
ご
助
言
を
く
だ
さ
る

の
が
、
福
本
謹
一
教
授
。
ゼ
ミ
室
は
い

つ
も
笑
い
と
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
、
私
自
身
に
と
っ
て
、
常
に
新

し
い
視
点
や
価
値
観
の
発
見
の
連
続

で
す
。

　

福
本
教
授
の
専
門
は
美
術
教
育
学
、

図
工
科
・
美
術
科
教
育
。
数
々
の
学
会

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
・
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
研
究
内
容
の
参
考
に
な
る

よ
う
な
勉
強
会
を
ゼ
ミ
生
に
紹
介
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
方
々
と
お
話
で
き
る
機
会
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

教
授
は
今
年
3
月
、
ユ
ネ
ス
コ
芸

術
教
育
会
議
世
界
大
会
で
招
待
講
演

を
さ
れ
た
り
、
2
0
0
8
年
に
大

阪
で
行
わ
れ
る「
I
n
S
E
A（
国

際
美
術
教
育
学
会
）
世
界
大
会
」

の
ア
ジ
ア
地
区
代
表
を
さ
れ
て
い

た
り
と
、
世
界
中
を
飛
び
回
り
、

ゼ
ミ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
を
流

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
、
日
本

で
は
軽
視
さ
れ
が
ち
な
芸
術
教

育
の
大
切
さ
、
必
要
性
を
あ
ら

た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、

芸
術
教
育
に
携
わ
る
者
の
一
人
と

し
て
私
も
肩
に
力
が
入
り
ま
す
。

　

福
本
ゼ
ミ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積

ん
で
こ
ら
れ
た
芸
術
の
力
を
信

じ
る
人
々
が
集
ま
り
、
語
り
合
い
、

意
識
を
共
有
し
合
う
場
。
常
に
新
鮮

な
目
で
、
外
面
に
翻
弄
さ
れ
ず
本
質

を
見
極
め
よ
う
と
す
る
教
授
に
支
え

ら
れ
、
ゼ
ミ
生
は
今
日
も
研
究
に
励

ん
で
い
ま
す
。

Watching
ゼ ミ
&
講 座

福
ふく

本
もと

謹
きん

一
いち

ゼミ
体育・芸術教育学系

左から福本教授、藤原さん、丸山さん、安達、廣田さん

個
性
派
ぞ
ろ
い
の

  「
一
芸
持
ち
込
み
ゼ
ミ
」
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　岡山県の津山教育事務所の指導主事に就いて3年

目を迎えました。当初は、慣れない仕事とその職責の重

さに戸惑うことが多かったことをよく覚えています。その

際、大学院の2年間で学んだ教育理念やさまざまな教

育情報、ネットワークがとても役立ちました。

　津山教育事務所では「困り感に寄り添う津山教育事

務所」を合言葉に、教育現場に足を運び、管内の教育

委員会、幼稚園、小学校、中学校を支援しています。

　指導主事として、研修会の企画運営、各校の校内研

修や各種研修会での指導助言などを行っています。中

学校の全教科を担当しているため、校内研修では自分

の専門外の授業でも指導助言をする必要があります。

事前に学校からいただいた指導案を基に、指導案検討

と助言の内容を考えるのが、時間もかかり大変な仕事

です。学校訪問が続くと、指導案の山ができてしまいま

す。しかし、研究協議で活発な意見を交わし、助言を熱

心に聞いてくださる先生方の姿を見ていると、その先に

いる多くの子どもたちのためにも頑張らなくてはという気

持ちがわいてきます。

　「できるところから笑顔で実行！」をモットーに、これか

らも頑張っていきたいと思います。

  海外に居住する日本人の子どもたちが、どのような環

境で、どのように学んでいるのか、そして、今の自分に教師

として何ができるのか…などの動機から、台湾・台北市

にある「台中日本人学校」に勤務して2年目になります。

  教職に就いてからの11年間は、中学校社会科の教員

として、学習指導や生徒指導、部活動の指導などに当た

ってきました。台中日本人学校に赴任した昨年度は、小

学部2年生の学級担任として大変有意義な時間を過ご

すことができました。今年度は同4年生を担当し日々、子

どもたちとともに奮闘しています。

　小学生を担当する機会を得て、あらためて大切なこと

に気付かされることが多く、最近の「遊び」（集団による

もの）の中にも学ばされることがよくあります。人とのかか

わり方やルール、創意工夫などです。少し大げさかもしれ

ませんが、遊びを通して、人として身に付けておくべき大

切なことを体験的に学び取らせたいと願う今日このごろ

です。

　これからも、灼熱の太陽の下、子どもたちとドッジボー

ルや野球、サッカーなどを楽しみ、学んでいきたいと思い

ます。

卒 業 生 か ら の 手 紙

Letters From OB&OG

台
湾
に
来
て
初
め
て
小
学
生
を
担
当

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
適
切
な
指
導
助
言
を

台中日本人学校教諭
鈴
すず

木
き

一
かず

成
なり

さん

津山教育事務所指導主事
森
もり

本
もと

宏
ひろ

伸
のぶ

さん

運動会では児童たちとともに「子どもエイサー」を踊りました

岡山県出身。岡山県の中学校教諭を経て、平成13年に大学院学校教育
研究科教科・領域教育学専攻生活・健康系コース（技術）に入学。15年に
現場復帰し、翌年から津山教育事務所学校教育課の指導主事に就任。

宮崎県出身。平成2年、学校教育学部教科・領域教育専修社会系コース
に入学。在学中は準硬式野球部に所属。卒業後、宮崎県の中学校社会科
教員を経て、17年4月から台湾の台中日本人学校に勤務。

新たな学校づくりをめざし「放課後研修講座」で登壇
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荒
川
静
香
選
手
の
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー

が
記
憶
に
新
し
い
今
年
2
月
の
ト
リ
ノ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
し
か
し
、
別
の
意
味

で
世
間
の
注
目
を
浴
び
た
の
が
、
ボ
ブ

ス
レ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
。
出
場
資
格

（
出
場
枠
）を
め
ぐ
る
解
釈
の
相
違
か
ら
、

一
旦
、
男
女
4
人
の
日
本
人
選
手
の
出

場
が
取
り
消
さ
れ
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
起
き
ま
し
た
。

  

「
出
場
が
正
式
に
決
定
し
た
の
は
開
幕

10
日
前
の
2
月
1
日
。
皮
肉
に
も
、
こ

の
騒
動
が
ボ
ブ
ス
レ
ー
を
世
間
に
知
っ

て
も
ら
う
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
日

本
で
は
深
夜
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
ま
し
た
か
ら
」
と
振

り
返
る
の
は
、
日
本
チ
ー
ム
の
監
督
で

あ
り
、
当
時
は
大
学
院
修
士
課
程
2
年

生
だ
っ
た
大
賀
康
弘
さ
ん
。

  

長
野
県
に
全
国
唯
一
の
専
用
コ
ー
ス

が
あ
る
だ
け
で
、
日
本
人
に
は
あ
ま

り
な
じ
み
の
な
い
ボ
ブ
ス
レ
ー
で
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
カ
ナ
ダ
で
は
競
技
人
口

の
多
い
人
気
種
目
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
大
手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
ソ
リ
の

開
発
、
製
造
を
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、

日
本
に
は
そ
の
よ
う
な
企
業
が
あ
り
ま

せ
ん
。
欧
米
と
比
べ
て
サ
ポ
ー
ト
態
勢

に
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
ソ
リ
は
1
台
4
0
0
万
円
ほ
ど
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
か
ら
と
い
っ
て
、

日
本
チ
ー
ム
に
新
調
す
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
女

と
も
中
古
の
ソ
リ
で

挑
み
ま
し
た
。
ソ

リ
の
性
能
の
低
さ
と
、
下
位
に
終
わ
っ

た
こ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
」
と
日
本
チ
ー
ム
を
取
り
巻
く
厳
し

い
現
状
が
み
え
ま
す
。

　
「
ト
リ
ノ
で
は
休
む
暇
も
な
い
状
態

で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
私
一
人
だ
け
。

ソ
リ
の
輸
送
準
備
、
選
手
の
体
調
、
食

事
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
な
ど
を
こ
な
し
ま
し
た
。
体
調

管
理
や
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
で
困
っ
た
時

は
、
三
野
教
授
（
体
育
・
芸
術
教
育
学

系
）に
メ
ー
ル
で
お
聞
き
し
ま
し
た
」

　

今
年
三
月
、
大
賀
さ
ん
は
生
活
・
健

康
系
コ
ー
ス（
保
健
体
育
）を
修
了
。

在
学
中
は
、
長
期
的
な
視
野
に

立
っ
た
ボ
ブ
ス
レ
ー
選
手

の
育
成
方
法
に
つ
い
て

の
研
究
に
没
頭
し
ま

し
た
。
選
手
時
代
を
通
し
て
も
初
め
て

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
不
本
意
な
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
が
、
指
導
者
と
し
て
は

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
。

　
「
大
学
院
で
の
研
究
も
生
か
し
て
、

4
年
後
、
8
年
後
を
に
ら
ん
だ
選
手
の

発
掘
、
育
成
、
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
ね
」

研究の成果を選手の育成に生かし
世界との差を縮めていきたい

夜間クラス出身の大賀さんは五輪後、大学院神戸サテラ
イトで梶田叡一学長らと会談しました。左から三野耕教
授、宮﨑秀紀理事、大賀さん、梶田学長、川本幸彦副学長

男女４選手とともに挑んだトリノの舞台。姫路市出身の長岡千里選
手（左端）は陸上で鍛えた才能を大賀さんに見出され、代表選手に
まで上り詰めました

流線形をしたソリに乗って、延
長1,435メートルの氷のコー
スを疾走する競技。そのスピー
ドの速さから、「氷上のF1レー
ス」とも呼ばれています。2人
乗りと4人乗りがあり、2人乗り
はパイロットとブレーカー、4人
乗りにはさらに2人のプッシャー
（ソリを押す人）が加わります。

＜女子2人乗り＞
桧野真奈美選手、長岡千里選手（姫路市出身）が出場。1日目はリ
タイア組を除き最下位の15位。2日目も順位はそのまま。世界との
差は歴然でした。
＜男子2人乗り＞
清川卓選手と小林竜一選手が出場。最終順位は27位と、上位
20チームまでに入
れず3回戦で敗退。

キ ャ ン パ ス 通 信

CampusReport

ス ポ ッ ト ・ ラ イ ト

平成18年3月、大学院修士課程生活・健康
系コース（保健体育）を修了。研究課題は
「ボブスレー競技選手のための長期育成プ
ログラムの開発－とくに形態および体力か
らの検討－」。昭和61年、大学入学後にボブ
スレーを始め、現役時代は日本代表の一員
として活躍。平成11年から日本代表の監督
を務めている（11年～14年は女子のみ）。

ボブスレー日本代表チーム監督
ボブスレー強化委員長
県立松陽高校教諭

大
おお

賀
が

康
やす

弘
ひろ

さん

WHAT'S ボブスレート リ ノ オ リ ン ピ ッ ク の 結 果
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　男子サッカー部は部員17人、マネージャー6人。年

間を通してリーグ戦やさまざまな大会に参加していま

す。特に大きな試合が、春と秋の「関西学生サッカー

リーグ」と夏休みの「近畿国立大学体育大会」です。

兵庫教育大学のサッカー場で試合が行われることも

あるので、その時はぜひ応援に来てください。

　他大学のサッカー部とは違い、私たちには監督や

コーチがいません。練習では自分たちで教え合いなが

ら、チーム力を高めていくよう日々努力しています。去

年の秋季リーグでは創部初となる3

部優勝。順位決定戦では多くの応援

を受けて勝利し、念願の2部昇格を

果たしました。これも日ごろの練習から

協力し合い、チーム一丸となれたからこその結果だと

思います。これからもさらにいいチームをめざして頑張

っていきたいと思います。

　サッカー部は今年で創部25周年を迎え、3月には

記念式典を開きました。OBとの交流を通して、サッカ

ー部に寄せられる期待の大きさをあらためて感じまし

た。OBをはじめ、大学や友人の支えがあり、ここまで

やってこられたと思います。そのことに感謝し、プレー

で応えられるように頑張ります。

　青空の下、「シアワセ～」と日本語を交えた
『幸せなら手をたたこう』の歌声が響きます̶。
　JICA（国際協力機構）主催の「国際協力フ
ォトコンテスト」に入賞した作品は、昨年8月、フ
ィリピン・ルソン島で現地の小学生約200人
や先生たちに向けて、日本語と音楽の教室を
開いた時の一枚。子どもたちのかわいい表情
に、吸い込まれそうになりました。
　私は高校1年の時に初めてフィリピンでのボ
ランティア活動に参加し、昨夏が4度目の訪問
でした。現地を歩けば、「日本語を教えてー」と

大勢の子どもが集まってきて、青空教室がスタ
ートします。私も彼らからタガログ語や風習など、
さまざまなことを教わります。一緒にごみ拾いを
したり、サンタクロースに扮して日本で集めたぬ
いぐるみを贈ったりもしました。
　今年の3月には大学の友人たちも活動に参
加してくれました。仲間の輪が少しずつ広がっ
ていることをうれしく思っています。

ファインダー越しに見た
子どもたちのかわいらしい表情

受賞作品「音楽初体験～みんなでenjoy～」

ク

ラ

ブ

奮

戦

記

部長
学校教育学部教科・領域教育専修自然系コース4年

上位進出をめざし練習にも熱が入ります

【スポーツ大会、コンクールの優秀成績者】 ～平成17年秋─18年春開催分

第12回
全日本クラブソフトテニス選手権大会
（㈶日本ソフトテニス連盟主催）

▶男子の部　優勝
姫路アニマルズA　須谷哲章さん（大学院
修士課程社会系コース1年）所属

第46回
自然科学観察コンクール
（毎日新聞社ほか主催）

▶小学生の部　佳作
橘　智子さん（附属小学校5年）
▶指導奨励賞
寺倉邦明さん（附属小学校教諭）

平成17年度
ぼくのわたしのふるさと絵画コンクール
（全附連主催）

▶カンガルー賞
竹内　渉くん（附属小学校1年）

第43回
なにわ芸術祭「新進音楽家競演会」
（産経新聞社ほか主催）

▶ピアノ・管弦打楽器の部　新人奨励賞
井上朋子さん
（大学院修士課程芸術系コース（音楽）2年）

河
かわ

島
しま

　亨
とおる

さん

2部昇格に貢献した4年生部員と女子マネージャー（前列右端が河島さん）

キ ャ ン パ ス 通 信

CampusReport

念
願
の
2
部
昇
格
を
達
成

創
部
25
周
年
を
迎
え
さ
ら
に
上
位
へ

男子サッカー部

JICA（国際協力機構）主催
「第26回国際協力フォトコンテスト」
国際協力賞（アジア）受賞
学校教育学部
幼年教育系コース3年

西
にし

殿
どの

英
え

里
り

さん

お め で と う

※学年等は受賞当時のものです
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「
小
学
生
の
笑
顔
は
太
陽
だ
っ

た
」「
小
学
生
が
楽
し
ん
で

く
れ
た
の
で
、
自
分
た
ち
も
楽
し
め

た
」「
小
学
生
と
一
緒
に
作
業
が
で
き

て
良
か
っ
た
」。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
わ
く
わ
く
ア
ー

ト
」
を
終
え
た
高
校
生
の
感
想
で
す
。

昨
年
7
月
30
日
、
31
日
、
た
つ
の
市

の
商
店
街「
龍
野
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
」
を
会
場
に
、
県
立
龍
野
実
業

高
校
デ
ザ
イ
ン
科
2
年
生
の
企
画
で
、

市
立
小
宅
小
学
校
5
年
生
を
招
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
家
を
作
る
コ
ー
ナ

ー「
お
も
ち
ゃ
は
う
す
」、
反
物
に
絵

を
描
く
コ
ー
ナ
ー
「
反
物

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
」を
は
じ

め
、
ラ
イ
ブ
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
、
ミ
サ
ン
ガ
や
革
の

小
物
作
り
な
ど
を
通
し
て
、

高
校
生
と
小
学
生
、
そ
れ

を
支
え
る
兵
庫
教
育
大
学

の
学
生
・
院
生
、
地
域
の

人
た
ち
が
楽
し
く
ふ
れ
あ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
所
属
す
る
初
田
隆

ゼ
ミ
で
は
、
平
成
15
年
か
ら
龍
野
実

業
高
校
デ
ザ
イ
ン
科
の
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
初

年
は
町
家
の
廃
屋
を
活
用
し
、
油
絵

制
作
を
通
し
た
大
人
と
高
校
生
の
交

流
会
、
翌
年
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
美
術
に
親
し
む
ア
ー
ト
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
「
わ
く
わ
く
ア
ー
ト
」
は
、

小
学
生
と
の
交
流
に
加
え
、
商
店
街

の
活
性
化
に
協
力
す
る
と
い
う
現
実

的
な
課
題
も
担
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
し
た
。
高
校
生
に
と
っ
て
は
自
分

た
ち
の
考
え
た
企
画
が
実
現
し
、
一

定
の
成
果
が
出
た
こ
と
で
、
達
成
感

と
自
己
肯
定
感
を
十
分
に
得
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
を
支
え

る
要
素
と
し
て
、
仲
間
と
協
力
す
る

こ
と
の
重
要
性
、
そ
し
て
、
ア
ー
ト

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
、
ア
ー
ト
を
通

し
た
交
流
の
意
義
を
確
認
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
の
実
践
で
は
、
高
校
生
と
小

学
生
、
大
学
生
・
院
生
、
小
・
高
・
大
そ

れ
ぞ
れ
の
教
員
、
そ
し
て
商
店
街
の

人
た
ち
が
連
携
し
、
学
年
や
専
門
分

野
、
地
域
の
壁
を
超
え
、
ま
た
学
ぶ

者
と
教
え
る
者
と
の
境
目
も
な
く
、

共
同
的
な
学
び
が
行
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
生
涯
学
習
社
会
を
展

望
す
る
上
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

の
人
々
の
共
同
に
よ
る
美
術
研
究
・
実

践
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨年の「わくわくアート」には
延べ150人が参加しました

地域貢献活動

Communitas

大学院連合学校教育学研究科
芸術系教育連合講座3年

上
かみ

浦
うら

千
ち

津
づ

子
こ

ライブペインティングを楽しむ子どもたち

｢わくわくアート」のスタッフ募集！
　初田隆ゼミでは今夏も、龍野実
業高校の生徒たちとともに「わくわ
くアート」を開催します。会場設営
や当日の会場を楽しく盛り上げてく
れるスタッフを募集しています。美
術の専門性は問いません。小学生
や高校生の体験活動に興味のある
人はご連絡ください。

7月29日土、30日日（29日は午
後、30日は午前のみ。28日に会
場設営）
龍野ショッピングセンター（JR本
竜野駅から徒歩5分）
初田研究室（大学芸術棟208 
号）30795・44・2252

高
校
生
が
企
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
協
力
し

ア
ー
ト
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
交
流
を
促
進
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県内の小・中・高校をはじめ、自主的な研究グル

ープや学習サークルといった地域の生涯学習の

場に大学の教員を派遣する「スクール・パートナ

ーシップ事業」。4年目を迎えた今年度も、「教員

の資質向上」「教育の質的向上」「地域内教育

の活性化」「児童・生徒等の学習意欲の向上」を

4本柱に260の講座テーマを用意しています。派

遣には交通費を負担していただきます。どうぞ気

軽に利用してください。

派遣依頼の方法
①講座テーマを一覧にしたパンフレットを請求（大学

ホームページhttp：//www.hyogo-u.ac.jpにも一覧を

掲載）②パンフレットで希望の講座テーマが見つかれ

ば担当教員に直接連絡を取り、日程・講義内容を相談

③教員の内諾を得た後、「派遣依頼書」を大学へ送付

パンフレットの請求と問い合わせ
地域交流推進センター30795・44・2409

「伴奏者が歌手に何を要求しなければならないのか」「歌手とのけいこ
に何を準備しなければならないのか」を実践を通して指導します。曲目は
ビートルズからオペラ、アリアまで幅広く対応します。
7月1日、8日、15日、10月15日、22日、29日 14：00～17：00 大

学芸術棟 一般（歌手＋伴奏者のペアで受講） 8,100円 16人  
参加受付：6月26日まで

歌の伴奏を
してみよう

ABの2コースを設定。両コースとも彫刻の歴史や技法などを学び、モデ
ルを使って粘土で頭像を制作。Bコースではさらに頭像を石膏像にします。
Aコースは7月15日～8月6日の、Bコースは7月15日～8月13日の

土曜・日曜 13：00～16：00（8月12日と13日は10：00～17：00）
大学芸術棟 一般（16歳以上） Aコース：9,300円、Bコース：1万
1,700円 7人（AB合わせて）　参加受付：6月29日まで

彫刻をつくる

小・中学校の理科に関連する物理、化学、生物、地学の各分野から
テーマを選び、授業展開に役立つ〝カンドコロ〞を習得します。物理は
「光」、化学は「とけること・もえること」、生物は「デンプンの消化」に
関する実験を実施。地学では川原で岩石を観察をします。

8月4日・10：00～15：00、5日・10：00～16：00 大学自然棟 
小・中学校教員 6,200円 10人　参加受付：7月4日～18日

理科に強い教員になろう（その1）
─小・中学校教員のための理科実験・実技講座─

初心者から既習者までそれぞれ
のレベルに合わせて、基本的な
テクニックや読譜の方法、音楽
表現の楽しさなどを指導します。

期間中に1曲をマスターし、最終日にはミニコンサートを開きます。
9月9日～10月21日の指定の土曜、全5回 13：00～16：00 大

学芸術棟 一般（18歳以上。音大生・音大出身者を除く） 7,500
円 12人　参加受付：8月9日～23日

ピアノを弾こう！

発達が気になる子どもの身辺自立や生活習慣、ことばの発達を促し、また
困った行動にどう対応していけばよいのかを、ABA（応用行動分析）による
プログラムを使って、家庭での取り組みを学習し、実践できるようにします。
9月30日～12月9日の指定の土曜、全9回 14：00～16：00 大学

院神戸サテライト 子どもの発達が気になる保護者 8,100円 25人
参加受付：7月上旬～8月中旬（予定）

発達が気になる子どもの
家庭療育の方法

絵画制作を通して、表現・創作
の楽しさを感じ、知識を高めるこ
とを目的とします。油絵制作を
基礎的な視点で学びます。テー
マは着衣人物・静物を予定。

11月18日、19日、25日、26日 12：30～17：30 大学芸術棟
一般 8,500円 15人　参加受付：10月18日～11月1日

絵画制作

生涯にわたって英語の勉強を楽しむため、英語学習にどのようなレパートリ
ーや考え方があるのかを実演・実践を交えて、さまざまな角度から紹介します。
「英語の勉強なんて今さら…」と尻込みされている方も、この機会にぜひ！
9月9日～11月11日の指定の土曜、全9回 13：30～15：00 県立神

戸学習プラザ 一般 1万2,000円 40人  ひょうご大学連携事業推

進機構3078・392・0660

英語を学ぶ面白さ
─英語学習のレパートリーを広げよう─

【ひょうご講座（学外科目）として開講】

西洋音楽の流れを鳥瞰し、〝時間芸術〞である音楽が時代の変遷の
中でどのように捉えられ、表現されてきたかを、人間の感性の系譜をた
どりながら論じます。また、他の芸術ジャンルとの関連性も考察します。
9月13日～11月29日の水曜、全12回 18：30～20：00 県立

神戸学習プラザ 一般 1万5,000円 40人   ひょうご大学連携

事業推進機構3078・392・0660

音楽が伝えるもの
【ひょうご講座（学外科目）として開講】

Ureshino Scramble

公
開
講
座
の

受
講
生
を
募
集

兵
庫
教
育
大
学
で
は
、
教
育
研
究
の
成
果
を
広
く
社
会
に
提
供

し
よ
う
と
、
一
般
市
民
や
現
職
教
員
な
ど
を
対
象
に
「
公
開
講

座
」
を
開
い
て
い
ま
す
。
教
員
養
成
系
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た

講
座
内
容
で
、
み
な
さ
ん
の
多
様
な
学
習
意
欲
に
お
応
え
し
ま
す
。

あなたの学校や街へ〝出前講座〞します
～平成18年度スクール・パートナーシップ事業～

うれし の 交 差 点
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公
開
講
座
の
問
い
合
わ
せ

開
講
日　

時
間　

場
所

対
象　

受
講
料　

定
員



教育子午線

編 集 後 記

　現在、兵庫教育大学は多様な改革を進めています。今年度は教員組織が大

きく変わりました。また、「教職大学院」に先行して、平成19年4月から大学院修

士課程に新たな2専攻を設置するための準備も着 と々進めています。確実に進

化する兵庫教育大学にこれからもご注目ください。

　「教育子午線」のバックナンバーはホームページでご覧いただけます。（に）

『教育子午線』では、読者のみなさまの声を生かした誌面づくりをめざしています。
はがきかメールでご意見、ご感想を寄せていただいた方には、オリジナルステッカーを進呈します。
●あて先：〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学企画課広報・社会連携事務室

30795･44･2334 50795･44･2009 E-mail:office-renkei-r@hyogo-u.ac.jp

☆学校教育研究科（修士課程）
入学定員（300人）を前期選抜試験と後期選抜試験
の2回に分けて募集します。

〈前期選抜試験〉
◎学生募集人員（245人）

◎出願期間　7月21日金～28日金（消印有効）
◎試験日
　筆記・口述試験…8月19日土
　口述試験…8月20日日
◎合格者の発表　9月8日金10：00　

〈後期選抜試験〉
◎学生募集人員（55人）

◎出願期間　10月6日金～13日金（消印有効）
◎試験日　11月11日土（筆記、口述試験とも）
◎合格者の発表　12月1日金10：00　
※平成19年4月から学校指導職専攻と高度教育実
践専攻の新設を計画しています。
※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講
制です。昼間クラスは兵庫教育大学で、夜間クラスは
主に大学院神戸サテライト（神戸市中央区）で開講し
ます。
※言語系コースには国語分野と英語分野、自然系コ
ースには数学分野と理科分野、芸術系コースには音
楽分野と美術分野があります。
w入試課30795・44・2067

大学院（修士課程）の教育課程や専攻・コース改革
などの概要について説明します。個別相談の時間も
設けます。
◎大学院神戸サテライト開催
＜前期＞6月17日土、7月1日土、8日土

　　　　いずれも13：30～15：00

＜後期＞9月16日土、9月30日土
　　　　いずれも13：30～15：00
◎キャンパス・イノベーションセンター開催
大阪地区
＜前期＞6月24日土・14：00～15：30
＜後期＞9月23日土㊗・14：00～15：30
東京地区
＜前期＞6月10日土・10：00～16：00
wq入試課30795・44・2067
 50795・44・2069
 office-nyushi-k@hyogo-u.ac.jp

受験生や保護者、高校の進路指導担当者などを対
象に開催します。
◎場所　兵庫教育大学
◎日時 7月23日日11：00～16：00（受付10：30～）
w入試課30795・44・2067
 50795・44・2069
 office-nyushi-k@hyogo-u.ac.jp

梶田叡一学長の特別講演「中教審の役割と大学運
営の方向性について」、他大学の教授や小学校教諭
などからの研究報告を交えてシンポジウムを開催。
◎場所  兵庫教育大学
◎日時　6月17日土10：00～17：30（特別講演は

11：10～12：10）
 18日日10：00～15：20
w難波安彦研究室（日本法政学会総会幹事）
350795・44・2160

兵庫教育大学、上越教育大学、岡山大学、鳴門教育
大学が共催。研究発表会とシンポジウムの一般参加
者を募集します。シンポジウムではドイツ、フィンランド、
アメリカ、中国からシンポジストを招き、学校教育を取り
巻く諸問題に焦点を当てます（予定）。参加の申し込み
などの詳細は7月中旬ごろに大学ホームページに掲載
します。
◎場所　グランキューブ大阪（大阪国際会議場）
◎日時　9月23日土㊗9：00～17：30
◎内容　共同研究プロジェクト研究発表会、連合大

学院創立10周年記念式典、学校教育国際
シンポジウムなど

w連合大学院事務室30795・44・2068
　　　　　　　　　50795・44・2269

兵 庫 教 育 大 学 か ら の お 知 ら せ
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w＝問い合わせ先　q＝申し込み先

◎平成19年度学生募集

▶学校教育学専攻

教育コミュニケーションコース

幼年教育コース

学校心理学コース
臨床心理学コース
▶特別支援教育学専攻
心身障害コース
特別支援教育コーディネーターコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

▶学校指導職専攻
▶高度教育実践専攻
授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

小学校教員養成特別コース

8人
若干人
8人

若干人
15人
25人

18人
8人

18人
若干人
15人
若干人
13人
若干人
15人
若干人
16人
若干人
20人

25人
若干人
16人
若干人
25人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
昼間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

幼年教育コース

学校心理学コース

臨床心理学コース
▶特別支援教育学専攻
心身障害コース
特別支援教育コーディネーターコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

▶学校指導職専攻
▶高度教育実践専攻
授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

小学校教員養成特別コース

2人
若干人
若干人
5人
15人

2人
2人

2人
若干人
5人

若干人
2人

若干人
若干人
若干人
4人

若干人
若干人

5人
若干人
4人

若干人
5人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

◎大学院学校教育研究科
  （修士課程）説明会

◎平成18年度オープンキャンパス
（学校教育学部）

◎日本法政学会第104回総会
　および研究会

▶学校教育学専攻

教育コミュニケーションコース 2人
若干人

昼間クラス
夜間クラス

◎連合大学院
　創立10周年記念式典等

◎あなたの声をお聞かせください


